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四つのテスト  1 真実かどうか   2 みんなに公平か   3 好意と友情を深めるか   4 みんなのためになるかどうか 

平成２６年１０月７日（火曜日） 第２，５８５回     

【月間テーマ】 職業奉仕・米山月間                ＜例会報告No.１３＞  ゲスト卓話  山一醤油製造 

代表 齋藤弥助 氏 

 

☆会長挨拶（前田昌信 会長） 

 

９月２４日、４クラブ合同例会にたくさんの出席頂き

ありがとうございました。来年度は長井中央ロータリー

クラブが主催になりますのでよろしくお願いします。 

９月２７日には御嶽山が噴火し、５０人を超える犠牲

者が出ました。謹んで哀悼の意を表します。 

さて、私は商工会議所青年部東北ブロックＯＢ会の理

事として９月２７日に行われた第３３回東北商工会議所

青年部ブロック大会いわき大会に参加してきました。ま

た、９月２８日にＯＢ会で国道６号線を通りました。国

道６号線はご承知のように２０１１年３月１１日に起こ

った震災以降通行できなくなっておりましたが、９月１

５日に窓を閉めて駐停車しなければ通って良いことにな

りました。最初に訪れたのが第一原発と第二原発の間に

ある富岡駅でした。駅はもちろん前にあるホテルや中華

料理店なども震災のままで、あるお宅には軽自動車が飛

び込んでいたり、車があちこちに思いがけない恰好で点

在していました。駅の駐車場には線量計があったり、千

羽鶴や慰霊碑が建てられていました。６号線を北上し、 

 

 

大熊町の辺りは信号機が黄色で点滅し、各家庭や企業の 

前や枝分かれする道路は伸び縮する鉄柵で遮蔽され警備

員や警察官が立っていました。建物の被害はあまり見え

ず、ただただ無人の町でした。浪江町まで来ると人の出

入りは感じられましたが、人がいません。南相馬市まで

行くと普通にコンビニが営業していたり、ショールーム

等が開いていました。各町々でこんなにも差があるとは

思いませんでした。また、福島での立入制限地域などで

は熊やイノシシの被害があったり、放射線の高い家から

約１３０万円位かけて洗浄しているようです。復興には

まだまだ時間がかかる感じがしました。 

さて、本日は山一醤油製造代表の斉藤弥助様です。斉

藤さんとは商工会議所青年部時代に一緒に活動させてい

ただきました。大変頭の回転が良い方でございますので、

卓話を楽しみにしています。 

 

☆幹事報告 

・市制 60 周年記念式典及び祝賀会の案内 

・地区資金報告書の回覧 

・インターシティーミーティング開催のお知らせ 

・東日本大震災復興支援基金補助金申請の計画書提出に

ついて 

・米山奨学委員会委員当クラブより選出の件 

・小国 RC例会場の変更について 

・ロータリー財団セミナーの開催のお知らせ 

・青少年奉仕セミナーの開催について 

・ロータリーレート 1 ドル=106 円 

・山形県民歌を地区大会で歌います 

・10月 14日午後 5時 30分理事会を行います 

 

長井ロータリークラブ会長    前田  昌信           第２８００地区ガバナー   池田 德博 

長井ロータリークラブ幹事    渡辺 清隆             第6ブロックガバナー補佐   髙橋 敏行 

パストガバナー         渡部 保太郎 

例 会 日        毎週火曜日 12：15～13：15         例 会 場     タスパークホテル℡0238-88-1833 

事 務 局    長井商工会議所内  ℡0238-83-2047    会報委員  大滝徹 ・ 那須修 ・ 長澤修司 
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☆委員会報告 

・職業奉仕委員会 （遠藤伴明会員） 

 10 月 21 日、地区職業奉仕大委員長をお招きして夜の

例会を行います。全員出席でお願いします。 

 

☆ゲスト卓話 山一醤油製造 代表 齋藤弥助 氏 

 

 
初めまして。荒町で山一醤油をやっております齋藤と

申します。 

3 年ほど前からボランティアで市報に前職の経験等も

エッセイを書いております。 

私で 9 代目であり、亡くなった親父のあと、齋藤弥助

を襲名しました。稼業を継ぐ前は某証券会社に 10 年間務

めておりました。 

稼業を継ぐため帰ってきたときは経営はひさんで、借

金もありました。 

本日は「あけがらし」をどのようにプロデュースして

いったかをお話ししたいと思います。 

証券マン時代、すでに日本の少子化が進んでおり、人

口が少なくなるという話があった。その時に情報操作を

行う部隊に所属していた。 

少なくなるパイを競ってもいかたがない。情報をうま

く利用して商品を売る発想に転換した。そして、たまた

ま取材にきた若いフリーライターの人を大事にし、その

人伝いに多くの人に「あけがらし」が伝わっていった。 

テレビで「あけがらし」が紹介された時は約 10 分で 1000

件の注文がありました。 

物を売り込むには人しかない。ピンポイントで相手の

業界を知ってうまく情報を流してもらう。 

本日はありがとうございました。 

 

 

☆次回例会予定 

・ゲスト卓話 地区ロータリー財団奉仕プロジェクト 

 小委員会委員長 和田實 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆出席報告 

10 月 7 日例会 報告者：横澤（寿）会員 
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＜ニコニコ BOX＞ 

・前田 昌信 会長 

・齋藤 喜内 会員 

 ゲストを歓迎して 

・塚田 弘一 会員 

ゲストを歓迎して 

・伊藤 克也 会員 

 

＜早退届＞ 

・尾形 和夫 会員 

・塚田 弘一 会員 

 

＜本人誕生日＞ 

・遠藤 伴明 会員 2 日 

  

＜奥様誕生日＞ 

・横澤 寿彦 会員  14 日 

・大山 友規憲 会員 20 日 

 

＜結婚日＞ 

・斎藤 慎治 会員 15 日 

・長澤 修司 会員 25 日 

・大滝 徹  会員 31 日 

 

＜在籍年数表彰＞ 

・伊藤 克也 会員 12年 

 


